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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

捜
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一 

 



 

大
阪
府
南
警
察
署
所
属
の
司
法
警
察
員
井
上
斉
警
視
が
同
法
第
百
九
十
七
条
第
二
項
所
定
の
捜
査
関
係
事
項
照 

 

会
と
称
し
て
、
昭
和
六
十
年
五
月
二
十
九
日
付
で
畿
内
銀
行
協
会
宛
に
、
大
阪
市
住
吉
区
苅
田
町
五
丁
目
一
八
番 

 
 

一
二
号
株
式
会
社
富
士
住
建
社
長
安
原
治
氏
と
同
銀
行
協
会
加
盟
の
各
金
融
機
関
と
の
昭
和
五
十
七
年
五
月
以
降 

 

の
取
引
状
況
に
関
す
る
回
答
を
求
め
た
行
為
は
、
後
述
の
と
お
り
極
め
て
不
当
且
つ
違
法
な
行
為
で
あ
る
と
思
わ 

 

れ
る
。
嫌
疑
を
受
け
た
も
の
に
と
つ
て
は
、
そ
の
対
策
は
緊
急
を
要
す
る
も
の
と
考
え
る
。 

刑
事
訴
訟
法
第
百
九
十
七
条
第
二
項
に
よ
る
捜
査
関
係
事
項
の
照
会
は
、
乱
用
す
べ
き
で
な
い
こ
と
は
言
う
に 

 

及
ば
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
特
に
、
金
融
機
関
へ
の
照
会
に
至
つ
て
は
、
後
日
当
該
被
嫌
疑
者
の
無
実
が
明
白
に 

 
 

な
つ
て
も
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
。 

 
従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

捜
査
関
係
事
項
照
会
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

三 

警
察
官
の
こ
の
種
行
為
は
、
一
度
犯
さ
れ
て
し
ま
え
ば
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
こ
と
は
明
明
白 

 

白
で
あ
る
。 

一 
株
式
会
社
富
士
住
建
社
長
安
原
治
氏
は
、
手
広
く
住
宅
産
業
を
営
み
、
特
に
南
大
阪
及
び
奈
良
方
面
に
お
い 

 
 

て
は
長
年
の
実
績
を
有
し
、
且
つ
、
信
用
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
阪
府
南
警
察
署
の
前
記
警
視
は
、 

 
 

 

何
ら
の
合
理
的
な
根
拠
も
な
く
、
正
当
な
理
由
と
必
要
性
も
な
い
の
に
畿
内
各
銀
行
協
会
宛
に
照
会
書
を
送 

 
 

り
、
回
答
を
求
め
た
の
は
職
権
の
乱
用
で
な
い
か
。 

二 

同
警
視
が
本
件
捜
査
を
す
る
に
至
つ
た
動
機
は
、
昭
和
六
十
年
五
月
十
九
日
午
後
四
時
十
分
頃
、
大
阪
市
南 

 
 

区
上
本
町
西
三
丁
目
三
番
五
号
の
「
ソ
ー
マ
化
粧
品
」
所
有
に
係
る
倉
庫
が
不
審
火
に
よ
り
全
焼
し
た
こ
と
に
あ 

 

る
よ
う
だ
が
、
隣
接
す
る
五
軒
長
屋
が
株
式
会
社
富
士
住
建
社
長
安
原
治
氏
が
実
質
上
所
有
し
て
い
る
こ
と 

 
 

が
、
右
不
審
火
と
は
何
ら
無
縁
の
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
社
長
に
嫌
疑
を
か
け
、
調
査
も
不
十
分 

 
 

な
ま
ま
同
照
会
書
を
送
付
す
る
こ
と
は
不
当
違
法
な
行
為
で
は
な
い
か
。 

四 

 



 

 

五 

現
に
金
融
機
関
か
ら
「
何
か
犯
罪
に
係
わ
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
疑
念
を
持
た
れ
て
、
金
融
取
引
上 

 

著
し
く
信
用
を
棄
損
さ
れ
、
新
規
融
資
の
停
止
や
融
資
枠
の
抑
制
等
に
よ
り
莫
大
な
損
害
を
被
つ
て
い
る
こ
と 

 

に
対
し
て
、
政
府
は
何
ら
か
の
手
立
て
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


